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楢葉町こども園・学校運営協議会 

常葉幼稚園・小中学校学校運営協議会（田村市） 

平田村立ひらたこども園 

飯舘村立までいの里のこども園 
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令和６年度ビブリオバトル福島県大会表彰式 



 
 
 
   

 

 

 

 

基本方針１  子どもが読書に親しむ機会の充実のために 
 
子どもたちが読書の楽しさや良さを実感するためには、発達段階に応じた本との出

会いの場の提供、読み聞かせや読書に親しむ機会の拡充が必要になります。そのため、
乳幼児期から家庭を原点として、学校や地域等において本に親しむ機会の充実を目指
します。 

また、子どもが生涯にわたって望ましい読書習慣を身に付けることができるよう、
幼稚園、保育所、認定こども園、小・中学校（義務教育学校を含む。）、高等学校、特
別支援学校において、それぞれの発達段階に応じて読書活動の推進に向けた特色ある
切れ目のない取組が展開されることを目指します。 

基本方針２  子どもの読書環境の整備と充実のために 
 
   子どもたちが、あらゆる機会とあらゆる場所において読書に親しむことができる環

境の整備の推進を図ります。また、公立図書館や学校図書館等の機能の充実や子ども
の読書活動を支える人材の確保や資質向上と更なるネットワークの構築を図ります。
そうしたことを踏まえ、学校、家庭、地域、関係機関、団体等が連携・協力する体制
を構築し、子どもの読書活動の推進に向けた環境の整備を進めます。 

基本方針３  子どもの読書活動についての理解の促進のために 
 
   子どもの読書活動の推進のために、読書活動の意義や重要性についての理解を広く

普及させるための取組や広報を充実していくことが必要です。 
   そこで、子どもの読書活動の重要性について理解が深まるよう、実践事例等の情報

提供や、優れた取組の奨励等、より一層の普及啓発活動に努め、県全体として子ども
の読書活動の推進が図られることを目指します。 

 
本計画は、国の新たな第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を

基本とし、第７次福島県総合教育計画の内容とも関連させながら、おおむね５年間を
計画期間とします。 

福島の未来をひらくすべての子どもが読書の楽しさを実感し、生涯にわたっ

て望ましい読書習慣が確立できるよう、学校、家庭、地域がそれぞれの役割や

責任を明確にし、社会全体で子どもの読書活動を推進します。 
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２ 

平田村では、文部科学省で推奨している「架け橋期プログラム」として、幼小連携事業に
取り組んでいます。こども園の園児と小学校児童との交流の際には、読書交流や小学校図書
館の訪問などを行い、切れ間のない読書活動について取り組んでいます。 
 

幼小交流の機会に、小学生と園児が一緒に
絵本を楽しんでいる一コマです。同じこども
園出身ということもあって、自然に一緒に絵
本を手にして読む様子が見られました。 

小学校２年生が園児に読み聞かせをする、
幼小交流の一コマです。読んでもらっていた
子どもたちが、小学生になり読む側になりま
した。 

 福島県の特色ある取組 

○ 図書資料や読書環境整備の充実 
・ 点字図書や大型絵本、布絵本、紙芝居、パネルシアター、マルチメディアデイジー図書

等のバリアフリー図書の整備を推進します。 
・ 計画的な図書の整備や書架の配置、図書コーナーの工夫等、環境整備の充実を促します。 
○  移動図書館等の活用 
・ 児童生徒の興味関心に応じた読書ができるよう、公立図書館の移動図書館等での貸出や

おはなし会などを活用し、本に親しむ機会を提供します。 
○ 幼児や児童生徒の発達や障がい等の状況に応じた多様な読書活動の推進 
・ 読み聞かせ、ブックトーク、ストーリーテリング、バリアフリー図書の体験等、多様な

読書活動の実施を促進します。 
○ 読書支援の推進 
・ 学校が読書ボランティアと連携し、図書の貸出の活用や読み聞かせ、ブックトーク等の

読書活動を通して、様々な図書に触れる機会の充実を図ることを促進します。 
・ 障がいの種類や程度、特性に応じた読書支援ができるよう、県立図書館や知事部局関係

各課との連携により専門的な研修や資料に関する相談等の実施を推進します。 

 

 

 



 
 
 

   
   
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福島県子ども読書活動推進会議委員長 福島大学名誉教授 

       髙  野  保  夫  

第五次 「福島県子ども読書活動推進計画」 

と読書の環境 
令和７年度から第五次子ども読書活動推進計画

がスタートする。第四次の「読書に親しむ機会の

充実」などの３つの基本方針を維持し、支援が必

要な子どもたちの読書機会の確保、デジタル社会

への対応などの観点も含めて、子どもの豊かな読

書環境を整備する積極的な取組みが望まれる。 

 子どもの発達段階に見合った本が、身近に果た

して十分に準備されているのだろうか。文部科学

省は、令和４年度から第６次「学校図書館図書整

備等５か年計画」を推進し、学校図書館蔵書等の

更新を図っているが、地方財政措置の関係もあり、

学校だけでなく公共図書館も含めて、読書環境の

実態は十分に整っているようには思えない。学校

図書館蔵書の充実だけでなく、本の案内役の学校

司書の不足問題の解消にも真剣に対応し、現状の

改善を図りたい。 

その中にあって、学校図書館蔵書数の不足分の

補充は、現在進行中の県立図書館から学校図書館

への蔵書・資料等の支援貸出、あるいはサポート

セット貸出などの事業が行われているが、学校等

が積極的に利用しやすい環境整備にもぜひ注力し

てほしい。園や学校の指導の現場においては、絵

本の定期的な読み聞かせ、読書タイムの設定、書

評合戦、図書館イベントの開催など、読書に親し

む環境づくりに向けた多様な取組みが進められて

いる。ふだんの子どもたちの読書活動の様子が、

保護者や家庭に向けてつねに広報されることが必

要であろう。その際、情報が園・学校からの一方

通行ではなく、保護者との双方向の対話となるよ

うに留意したい。周囲の関係者の親和的な環境の

中でこそ子どもたちは安心して本に親しめるし、

読書への意欲も高められていく。 

公共図書館はより豊かな読書環境づくりに向

け、どのような役割をもつのだろうか。ある市立

図書館の「図書館まつり」が先日開催されたが、

楽器の演奏、おはなし会、動く絵本の上映会、大

人向けの朗読会など、魅力ある内容であった。驚

いたことには、物語の世界に一喜一憂している子

どもたちはもとより、1600 名を超える幅広い世

代の人々が「まつり」に参加していたことである。 

この事例を通し、市町村立図書館が地域社会を

動かす影響力の大きさと同時に、ＡＩ時代と読書

との共存のあり方、読書離れの若者の社会的、心

理的な背景などの課題を深める可能性も、企画次

第では無理ではないことを示唆しているように思

われる。第五次計画での新たな取組みに期待した

い。 

 

 

◇ １９８９年 福島大学教育学部教授 

◇ １９９７年 同 附属教育実践総合センター長 

◇ ２００９年 福島大学名誉教授 

◇ ２０１３年 伊達市教育委員会教育委員長 

■専 門 国語科教育学 

■著 書 『21 世紀の教師教育を考える』 

(共編著、八朔社)ほか 

プロフィール 髙野 保夫 氏 
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遠藤百合江さ んは、平成１ ５ 年から 平成２ ９ 年

までの約１ ４ 年間、相馬市の社会教育委員と し て

議長を務め、その役割を通じ て社会教育事業の推

進に尽力し まし た。東日本大震災の影響により 厳

し い状況にあっ たにも かかわら ず、生涯学習の重

要性を訴え、震災後の復興に向けた具体的な助言

や市民団体の支援策について積極的に発言し 、社

会教育の再生に寄与し まし た。また、相馬地区社

会教育連絡協議会では副会長や会長と し ての役

職を歴任し 、地区の社会教育の発展や研修会の企

画に力を尽く し まし た。更に、女性の自主的な課

題解決を促進するため、「 女性の未来を考える会」

を設立し 、副会長と し ても 活動し まし た。役職を

退いた後も 、地域の女性教育を支援する活動を続

けています。  

 

平成２ ４ 年の「 地域家庭教育推進南会津ブロッ

ク 会議」立ち上げ時から 委員と なっ て今年で１ ２

年目、議長と し て８ 年目を迎えます。本会は家庭

教育支援や青少年健全育成等に関わる 地域団体

の長等で構成する委員２ ２ 名が、互いに情報を共

有し ながら 、対話と 学び合いを大切にし た協議を

通し て南会津の家庭教育推進と 地域教育力向上

に向けた諸活動を 行っ ています。 協議だけでな

く 、時には家庭教育事業に参加するこ と も あり ま

す。自然の中で親子が触れ合い、生き生き と 楽し  

 

令和６年度社会教育功労者 

文部科学大臣表彰を受賞して 
地域家庭教育推進南会津ブロック会議 議長 

渡部 キヨ子 氏 （南会津町） 

さ ら に、 福島県で行われた全国公民館研究

集会や東北地区社会教育研究大会などにおい

て、 受付業務などの裏方と し ても 積極的に参

加し 、 地域の社会教育振興に貢献し ています。 

その功績が認めら れ、 平成２ ４ 年から 平成２

８ 年にかけて、 複数の表彰を受けています。

社会教育への情熱と 貢献は模範的であり 、 相

馬市のみなら ず、 地域や県全体の社会教育の

振興に顕著な影響を与えてく ださ り まし た。  
こ の度の受賞を 機会に、 遠藤さ んにお話を

お聞き する機会が先日あり まし た。 遠藤さ ん
は、「 長きにわたる社会教育に関する活動を通
し て、 市民の皆さ んと のつながり を たく さ ん
持てたこ と が一番の思い出だ。」 と 語っ てく だ
さ り まし た。 そし て最後に、「 社会教育の活動
は面白く 、 勉強になり 、 人間の幅が広がる も
のだ。」 と 教えてく ださ り まし た。  

そう に活動する姿や、 家庭教育講話において

活発に意見交換し 合う 親の姿を 見る こ と がで

き まし た。 こ れら の活動で学んだこ と が、 各

学校、 各家庭で継続実践さ れ、 より 多く の家

庭に広がり 、 南会津の家庭の教育力向上、 推

進に繋がればと 願っ ています。  

こ の度の受賞は、 委員の皆様を はじ め、 社会

教育活動で出会っ た方々のご指導・ ご支援に

よるも のと 、 厚く お礼申し 上げます。 あり が

と う ございまし た。  

 

４ 

令和６年度社会教育功労者 

文部科学大臣表彰を受賞して 
元相馬市社会教育委員議長 

遠藤 百合江 氏 （相馬市） 



渡利学習センタ ーは、旧館時と 同じ 敷地内に令

和２ 年１ １ 月に新築さ れまし た。特色ある事業を

推進するために、地域に人材を求め、地域と 一体

と なっ て運営する 事業を 令和５ 年度から 開始し

ています。  

具体的には、『 わたり 青空図書館』、『 ぶら っ と

談話室』、『 体験入門講座』 など、 人と 人をつなぐ

事業を実践し ています。 特に、『 わたり 青空図書

館』 では、 月 1 回、 セ 

ンタ ーと 運営委員会の 

共催により １ ２ 時から  

１ ５ 時まで、 寄付さ れ 

た本を展示し て、 主に 

エント ラ ンスホールを 

会場に開催し ています。  

寄付は月５ ０ ０ 冊程度あり 、 細かな分類はせず、

本を探す楽し み、出会う 喜びのため意図的にラ ン

ダムに配置し 、一人１ ０ 冊まで無料持ち帰り と 無

期限貸出をし ています。  
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植田公民館は、 利用者の減少や高齢化、 講座
の固定化と いっ た課題に加え、新型コ ロナウイ
ルス感染症の影響でオン ラ イ ン 化が求めら れ
る中、 I CT を利用し て公民館機能の強化を図り
まし た。 具体的には、 １ 動画の活用、 ２ オンラ
イ ン講座の導入です。  
１  動画の活用 

サーク ル活動の動画を作成し 、いわき 市公式
動画チャ ン 
ネル上に公開 
し ており ます。  
また、 市民講 
座の開催の様 
子を動画に記 
録し 、 受講生 
が講座の内容をイ メ ージでき るよう 編 
集公開すると と も に募集案内に活用し  
ています。  

２  オンラ イ ン講座  
 Ｚ οοｍを利用し て、首都圏等遠方に在住す
る講師と 、司会役の植田公民館及び在宅の受講
生間をオンラ イ ン接続し 、市民講座を開催し て
います。 なお、 デジタ ル機器に不慣れな高齢者
層が公民館利用者の大半を 占める 実態も 踏ま
え、 受講形態は、 植 
田公民館会場（ 大型 
スク リ ーンで受講）  
または、 自宅でのオ 
ンラ イ ン参加の選択 
制と し まし た。 こ れ 
ら の取り 組みにより 、  
サーク ル活動の活性 
化や講座申込者の増 
加、講座企画力の向上、講座開催形態の多様化
が実現し まし た。 今後も 、 講師・ 受講生間ある
いは、受講生間のやり 取り が多い参加型・ 体験    
型講座や質の高い講座の受講機会を 提供し よ
う と 考えており ます。  

福島市渡利学習センター                          
第７７回優良公民館文部科学大臣表彰 

いわき市立植田公民館                          
第７７回優良公民館文部科学大臣表彰 

５ 

昼の時間帯には楽器の演奏、 民謡、マジッ

ク 、古着物リ メ イ ク フ ァ ッ ショ ンショ ーなど

のミ ニイ ベン ト や紙芝居の実演などを 実施

し ており 、毎回５ ０ 人ほど訪れます。出会い

と 学びの拠点と し て、地域の皆さ んに認知し

ても ら えるよう に工夫し ています。  

こ れから も 、 渡利学習センタ ーが、学びを

はじ め、 学習セ 

ンタ ーが地域の 

” 止まり 木” と  

し て、 心地よく 、  

安全で、 安心し 、  

便利に利用でき 

る場所であるた 

めに、 環境づく り ・ 雰囲気づく り に努め、 人

と 人を つなぐ 役割を 担っ ていき たいと 考え

ています。  

 

 



 
 
 

 
 

    
    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

    ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ の度は「 優良Ｐ Ｔ Ａ 文部科学大臣表彰」 と い

う 大変栄誉ある賞をいただき 、あり がと う ござい

ます。本校教育活動後援会は、多く の保護者が児

童の教育活動を 支えていける よ う 組織し ていま

す。 学年親子行事・ 奉仕作業・ 登下校ボラ ンティ

アなど、 保護者が 

でき る範囲で自主 

的に参加でき るよ 

う 計画・ 推進し て 

います。 さ ら に近 

隣の西袋第二小学 

校 と 連 携し て 、  

Ｐ Ｔ Ａ 自主事業を毎年開催し ています。「 逃走中

i n 西一小」 は、 本部役員を 中心に準備から 当日

のハン タ ー役まで保護者と 学校、 中学生ボラ ン 

 

 

須賀川市立西袋第一小学校教育活動後援会                  
令和６年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 

南会津町立荒海中学校父母と教師の会                     
令和６年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 

６ 

 

ティ アの協力を 得て、 １ ０ 年以上にわたり 子ど

も た ち を 楽し ま せて き ま し た 。 今年度は 

「 N. フ ェ スティ バル i n 西一小」 を開催し 、 児

童・ Ｐ Ｔ Ａ 会員・ 中学生ボラ ン ティ アの総勢 

４ ８ ０ 名が 

集いまし た。  

今回の受賞 

は 今 ま で 

Ｐ Ｔ Ａ 活動 

を推進し て 

く ださ っ た 

諸先輩をはじ め、 多く の保護者や先生方、 地域

の皆様の協力の賜物です。 感謝を忘れず、 こ れ

から も 多く の皆様と 協力し 、児童の健全育成に

努めてまいり たいと 存じ ます。  

こ の度、栄えある「 優良Ｐ Ｔ Ａ 文部科学大臣表

彰」 を受賞さ せていただき 、大変光栄に思っ てい

ます。こ れも ひと えに歴代Ｐ Ｔ Ａ をはじ め荒海地

区の保護者、地域、教職員の皆様のご理解と ご協

力の賜です。こ の場を借り まし て、改めて感謝申

し 上げます。  

さ て、 荒 

海中学校で 

は「 人間教 

育の根幹は 

心にあり 」  

の理念の下、 具体像を「 ななも り の心」 と し て、

「 人にあたたか、 さ わやかな心」 や「 明日を拓こ

う と 努める心」 等５ つの大切な心に定め、教育の

柱と し てき まし た。そのシンボルと し て校舎東側

斜面に約４ ０ ｍ四方の草文字「 心」を刻み、理念・

シン ボル共に地域の心の支えと し て脈々と 受け

継 

 

継いでき まし た。 こ の理念を達成するために、

「 Ｐ Ｔ Ａ 除草作業」 と し て全保護者、 生徒、 教

職員で行う 草文字「 心」 の除草作業や、「 避難

の家活動」 と し て避難の家を引き受けてく ださ

っ た家庭に保護者、 小・ 中児童生徒、 教職員で

挨拶回り に行く 地域訪問などのＰ Ｔ Ａ 活動を

行い、 子ども たちの健全な「 心」 の育成のため

に努めてき まし た。  

 今回の受賞を励 

みと し 、 先人への 

感謝の思いを忘れ 

ず、 今後も 地域全 

体で「 心」 豊かな 

生徒の育成のため 

に、学校の教育活動を支えていきたいと 思いま

す。  
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福島県立会津第二高等学校父母と教師の会                   

７ 

本校は、「 働き ながら 学び、自己実現を目指す」
こ と を教育目標と する、 会津地域唯一の夜間定
時制高校です。小規模校ゆえ、保護者と 教職員、
そし て同窓生の協力も 仰ぎながら 、 こ れら の三
者が一丸と なっ て日々の教育活動を実践し てい
ます。 本校の地域に根ざし た長年の教育実践に
対し て、 文部科学大臣表彰をはじ め、 会津若松
市教育委員会から 令和６ 年度特別教育功労賞も
いただきまし た。  

生徒達は地域 
の店舗、 地元企 
業で昼間は働き、  
夜間に「 高校生」  
と し て学ぶと い 
う ハード スケジュ  
ールを送っ てい 
るため、 学校行事においては保護者、 教職員、
同窓会、 学校評議員が一緒になっ て、 生徒と と
も に参加・ 運営し て、 創意工夫に満ちた教育活
動を展開し ています。 生徒主体の昼間の行事と
し て「 地域連携ボラ ンティ ア活動」（ 鶴ヶ 城址の
清掃）、保護者主体の夜の行事と し て「 夜空のく  

つろ ぎタ イ ム」（ 保護者と 養護教諭・ Ｓ Ｃ が子育
ての悩みを自由に語り 合う ）等を毎年開催し てき
まし た。 特に昨年度は県内定時制高校初の創立 
８ ０ 周年を迎え、 保護者・ 教職員・ 同窓会の三者
連携で準備を重ね、生徒による司会で思い出に残
る記念式典、 記念講演会を挙行でき まし た。  

今年度から は更 
なる新し い歴史を 
紡ぐ べく 、 校長の 
リ ーダーシッ プの 
も と 「 チーム二高」  
「 二高フ ァ ミ リ ー」  
を合言葉にスタ ー 
ト し 、 保護者（ 全 
員Ｐ Ｔ Ａ 役員） と 全教職員と で、 生徒が輝く 「 自
己表現」 の場面を作り 、 生徒一人ひと り の「 自己
肯定感」 の醸成を図り 、４ 年後の本校卒業時には
全生徒が「 自己実現」 を成し 遂げ、 地域社会に貢
献でき る人材と なり う るよう に、次の９ ０ 周年を
目指し て 、 こ れから も 少人数教育な ら ではの 
「 人財」 育成を心がけていき ます。  

令和６年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 

 楢葉町こども園・小中学校運営協議会 楢葉町地域学校協働センター 

               
 こ の度、 文部科学大臣表彰 優秀賞を 受賞す

るこ と ができ まし たのは、 県内外の実践者の皆

様のおかげであると 考えており ます。 楢葉町で

は令和４ 年度から  

協働センタ ーを設 

置し てＣ Ｓ と 協働 

活動と を一体的に 

推進し 、 被災地域 

コ ミ ュ ニティ の復 

興・ 創生を目指し  

て取り 組んでき たわけですが、 学校教育だけで

なく 、 あら ゆる社会教育活動を通じ て地域と 子

ども たちと を結ぶにあたっ て、 多く の先進事例

を活動に取り 入れたり 、 参考にし たり し てき た

から です。  

今回、 町の中学生が全国の代表と し て国のフ

ォ ーラ ムに参加し ますが、 学習者の主体性が重

視さ れる現代において、 町ではこ れまで、 Ｃ Ｓ  

（ 教育ト ーク ） を通し て子ども たちが自分たち

の教育環境等について直接語れる文化を形成す

ると と も に、子ども たちの自己実現の場と し て、

自由度の高い社会 

教育の機会を活か 

すこ と を推進し て 

き まし た（ 探究ト  

ラ イ アル等） ｡それ 

ら により 、 全町避 

難を経た子ども たちも 楢葉と いう 地域に愛着を

も ち、 地域づく り に積極的に参画するよう にな

っ てき ています。  

次年度は防災まちづく り をテーマに、 子ども

たちが考案し た能登での活動やこ ども 消防団な

どの新規の活動も 展開する予定です。 福島だか

ら こ そでき る質の高い子ども の社会教育の持続

的な展開を目指し ていきたいと 考えています。  

 

令和６年度 
「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」文部科学大臣表彰  優秀賞 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村内こ ど も 園２ 園が統合し 新し く 開園し た

「 平田村立ひら たこ ども 園」 は、 開園５ 年目を

迎えまし た。 そし てこ の度、 令和６ 年度子供の

読書活動優秀実践園と し て、 名誉ある文部科学

大臣表彰を受けるこ と ができ まし た。 今年度よ

り 幼児教育施設が表彰の対象と し て拡大さ れ、

その初めての年に選ばれたこ と も あり 、 大変う

れし く 感じ ています。 ひら  

たこ ども 園では読書活動の 

柱と し て「 家読」 を推進し 、  

家庭への絵本の貸し 出し を 

行い、 乳幼児期から の家庭 

における読書活動を支援し  

ています。 文字の読めない 

乳幼児期の子ども 達にと っ  

て大人のかかわり は不可欠 

 

であり 、 家庭で読書に取組む時間が親子の触れ

合いの時間になっ てほし いと 強く 願っ ていま

す。 また、 子ど 

も 達が本と 出会 

う ためには読書 

環境の充実も 大 

切です。 ひら た 

こ ども 園にはエ 

ント ラ ンスに続く 広大な読書スペース「 えほん

のも り 」 があり 、 そこ で絵本と 触れ合い、 感じ

たこ と や想像し たこ と を思い思いに言葉にし な

がら 過ごす時間は、 安ら ぎや冒険心であふれて

います。子ども 達が当たり 前に絵本を手にし て、

その世界観を味わい、 あたかも 自分が体験し た

かのよう な楽し さ や喜びを積み重ねていく 経験

をこ れから も 大切にし ていき たいと 思います。  

 

子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体(個人)文部科学大臣表彰  

 平田村立ひらたこども園 

               

８ 

令和６年度 

令和６年度 
「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」文部科学大臣表彰 

常葉幼稚園・小中学校運営協議会 田村市地域協働本部            

 こ の度は栄えある「 文部科学大臣表彰」 をい

ただき、 誠にあり がと う ございます。 田村市は

すべての小中学校にコ ミ ュ ニティ ・ スク ールが

あり 、 地域コ ーディ ネータ ーが毎月 1 回の情報

交換会を開催し 、  

地域と 学校の関 

係性を深めてい 

ます。 今年度常 

葉中学校区では 

複数回の熟議( テ 

ーマ例： 子育てあるある) を開催し 、学校、地域、

保護者同士で子育てのこ と を語るこ と のでき る

場づく り に努めてき まし た。 来年度も 学級懇談

会や保護者会等あら ゆる機会を活用し 、 気軽な

対話から 信頼関係を深めていく つも り です。  

また、 本学校区は「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと

地域学校協働活動の一体的推進」 に加えて「 幼小

中一貫教育の推進」  

が同時期( R2～) に 

スタ ート いたし ま 

し た。 学校運営協 

議会委員の皆様に 

も 幼小の架け橋プログラ ムや小中教員の、乗り 入

れ授業及び合同授業研究会についても 参観の上、

ご意見をいただき ながら 進めてまいり まし た。ま

さ に「 三位一体的推進」 の取組です。 こ れから も

今回の受賞を 励みに子ども と 周囲が共に「 幸せ

感・ 充足感」 を持てる学校づく り ・ 地域づく り を

目指し ていき ます。   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 飯舘村立までいの里のこども園 

               
飯舘村は、 全村避難を経て、 平成３ ０ 年に教

育機関が村内に戻り 、 今まであっ た保育所と 幼
稚園を統合し 、 認定こ ども 園「 までいの里のこ
ども 園」 を開園し まし た。  

本園では、「 作家と のふれあい活動」「 絵本タ
イ ム」「 親子読 
書の啓発」「 絵 
本の貸し 出し 」  
「 保育の中での 
絵本活用」 など 
の読書活動を行 
っ ています。  

その一つ、 絵 
本に触れ合う 取 
り 組みと し て義務教育学校の児童と 一緒に行う
「 移動絵本タ イ ム」、３ 歳以上児が自分のおすす
めの絵本を選び、 みんなの前で読み聞かせを行
う 「 合同絵本タ イ ム」 などを行っ ています。  
 

「 絵本タ イ ム」を様々な形で行っ てき たこ と で、

子ども 達は絵本を身近なも のに感じ ています。

また、 絵本の読み聞かせの中では、 物語の内容

を想像し たり 、 それを表現し たり 、 子ども 達の

言葉感覚や語彙も 豊かになっ ています。  

そのほかに親子読書の啓発にも 力を入れてお

り 、「 絵本専門士による講演」「 読み聞かせ講座」

などに取り 組んで 

います。 職員が子 

ども 達のために一 

丸と なっ て考え進 

めてき た一つ一つ 

の活動が、 確かな 

成果を生み、 今回 

の受賞につながっ たも のと 考えています。  

今後も 子ども 達が豊かな世界を生み出せるよ

う な読書活動を積極的に行っ ていき たいと 思い

ます。  

 

 郡山市立朝日が丘小学校 

               
本校では，令和３ 年度から の３ 年間にわたり 、

「 友達と 学び合い、 豊かな言語活動を通し て確
かな学力を身につける児童の育成～学校図書館
を活用し た授業づく り ～」 の研究主題のも と 校
内研究を進めてき まし た。その研究の柱は、「 読
書指導」「 情報活 
用」「 図書館運営」  
であり 、 授業研究 
だけでなく 、 学校 
教育の中での図書 
館の果たす役割に 
ついても 研究を推 
進し てきまし た。  
そし て、 令和５ 年 
度は、 郡山市を会場に、 第４ １ 回東北地区学校
図書館研究大会が開催さ れ、 授業提供校と し て
低・ 中・ 高学年で各１ 学級ずつ授業を公開し 、
多く の方に参観し ていただき まし た。 こ う し た
取り 組みが評価さ れ、 令和６ 年４ 月に文部科学
大臣表彰を受賞するこ と ができ まし た。「 図書館
運営」 の取り 組みをいく つか紹介し ます。  

 

○ 読書に親し める図書館展示やユニバーサル
デザイ ンを取り 入れた分類や配架 

○ 各学年や教科の学習に関連さ せた学習コ ー
ナーの設置 

○ Ｉ Ｃ Ｔ 機器および学習支援アプリ を活用し
た各種イ ベント 等の情報共有 

○ 保護者ボラ ンティ アや図書委員による読み
聞かせ活動 

○ マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ーの募集や昆虫の実
物展示、 カ ルタ 大会などの各種イ ベント  

 
 こ う し た取り 組み 
の成果と し て、「 本 
が好き 」「 図書館が 
好き 」 と いう 子ども  
たちが増え、 学校図 
書館が本を読む、 借 
り るだけの場所でな 
く 、 子ども 達にと っ  
て学校生活に潤いを与える居場所の一つになっ
ています。  
 

９ 

令和６年度 

令和６年度 

子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体(個人)文部科学大臣表彰  

子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体(個人)文部科学大臣表彰  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 福島県立会津第二高等学校 

               
本校は、定時制高校と し て創立８ １ 年と いう 県

内最古の歴史と 伝統を有し 、１ 年生から ４ 年生ま
で、 全校生徒１ ５ 名が在籍し ています。 年 齢 も  
１ ６ 歳から ２ ４ 歳までの多様な生徒たちが、昼間
の仕事を終えて、給食を食べて図書館や教室でく
つろ ぎ、夜間に学んでいます。小規模校と いう ス
ケールメ リ ッ ト と 、様々な背景の生徒達と いう ダ
イ バーシティ ーを活かし て、生徒と 教員の距離も
近く 、 今年度から は「 二高フ ァ ミ リ ー」「 チーム
二高」 を合言葉と し て、日々の学校生活を過ごし
ています。  

現在は、 小中学 
校で不登校だっ た 
生徒が「 変わり た 
い」 と いう 思いで 
入学し ており 、 ア 
ルバイ ト を経験し  
たり 、 運転免許を 
取得するこ と などで社会への接続を 果たし てい
ます。 そし て、 一日４ 校時の授業で、 ４ 年間と い
う 期間の中でじ っ く り 学んで読書活動をし て、各
種資格取得を 目標と し ながら 、 社会で通用する
「 人財」 育成をし ています。  

仕事と いう 社会経験と 定時制と いう カ リ キュ
ラ ムを通し て、 生徒達は中学校時代と は見違え
るほどの「 成長」 を見せ、 皆勤で高校生活を送
っ ている生徒も います。  

小中学校時代に家に引きこ も っ ていた間に、
多く の本を 読んでいた国語力が高い生徒が多
く 、 今回の文部科学大臣表彰をはじ め、 毎日新
聞主催の全国青少年読書感想文コ ンク ールで県
代表と し て、全国５ 位入賞を果たす生徒も おり 、
長年の定時制なら ではの読書推進活動の成果が
現れています。 元教室の温かみのあるリ フ ォ ー
ム図書館はも ちろ ん、 昨年度から 全教室にソ フ
ァ と ギタ ーを設 
置し 、 居心地の 
良い学習空間を 
作っ ています。  
職員・ 生徒全員 
での選書活動を 
実施し 、 各教室 
にコ ンテナボッ  
ク スで移動式図書館を 実現する など 、 今後も
日々チャ レンジと アイ ディ アで創意工夫し なが
ら の読書推進活動を展開し ていきます。  

 本宮市立しらさわ夢図書館 

               
本宮市立し ら さ わ夢図書館は、平成９ 年の開館

当初から 子ども 時代の読書の重要性を重視し 、子

ど も の発達段階に沿っ た 読書支援施策を 計画

的・ 全市的に展開し て参り まし た。 具体的には、

乳児期のブッ ク スタ ート 、幼児～児童期のアニマ

シオンやブッ ク ト ーク ・ 出張おはなし 会の開催、

読書感想文・ 画コ ンク ールの開催、調べ学習講座

の開催、 推薦図書のリ スト の 

作成や展示、 保育所・ 幼稚園 

小中学校への団体貸出し や移 

動図書館車の巡回、 図書館と  

学校図書館のネッ ト ワーク シ 

ステムの構築と 運用など、 各 

教育関係施設と も 連携し 、 多 

様なアウト リ ーチサービスを 

おこ なっ ています。  

また、 読書活動ボラ ンティ アの育成にも 努め、

毎年「 読書活動ボラ ンティ ア養成講座」 や「 子ど 

も 読書フ ォ ーラ ム」  

などを行っ て、 市民 

を対象と し た子ども  

の読書の研修や協力 

体制も 整備さ れてい 

ます。こ のよう に多様な活動を図書館が主体と な

っ て担っ ている 実績が認めら れ今回の受賞と な

り まし た。  

尚、当館は平成１ ８ 年度に同賞を受賞し 、平成

２ １ 年度は図書館のボラ ン ティ ア団体が優秀団

体で同賞を受賞し ています。県内でも 図書館で２

度、団体で１ 度受賞さ せて頂いたこ と は大変光栄

に思います。  
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 心に虹のおはなし会（喜多方市） 

               
○設立し たき っ かけ 

 平成１ ５ 年に山都公民館の図書ボラ ン ティ ア

のおはなし 会から 独立し 、 ２ ０ 年続けてき まし

た。 現在会員は９ 名で、「 本はと も だち」 いい本

に出会えるこ と を喜びと 思い、読みきかせを中心

に、 手ぶく ろ人形、 昔ばなし 、 エプロンシアタ ー

などの内容で「 おはなし 会」 を開いています。  

○読書活動に関する取り 組み 

 月１ 回の定例会や、春休みと 夏休みのおはなし

会に加え、 各方面 

から の要請を受け、  

訪問によるおはな 

し 会を、 山都小学 

校では朝の読み聞 

かせ１ ５ 分を年８  

回、 山都こ ども 園では（ 各ク ラ スへ２ ０ 分ずつ） 

年５ 回、 喜多方市立図書館では年８ 回行っ てお

り 、 こ のほか、 ふるさ と 山都の文化祭における

三歳児絵本プレゼント や、 県立博物館でのおは

なし 会等も 実施し ています。  

○心に虹文庫 

 山都公民館の一角に「 心に虹文庫」 を開設し

ています。 平 

成２ ０ 年に 

「 伊藤忠記念 

財団」 による 

子ども の本購 

入助成を受け 

て発足し 、 今年も １ ０ ０ 冊の助成を受け、 こ れ

により 蔵書数は５ ０ ８ 冊と なり まし た。 蔵書の

分類、 整理、 カ ード を工夫し 、 公民館の協力も

得ながら 、 運営し ています。  

優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進にかかる文部科学大臣表彰 

こ の度本園が「 優れた『 早寝早起き 朝ごはん』

運動」で文部科学大臣表彰を受賞さ せていただき

まし たこ と は、保護者の皆様はじ め関係団体の皆

様のご理解・ ご協力のおかげであると 心より 感謝

いたし ており ます。  

本園は平成３ ０ 年度より 毎年「 家庭の食生活ア

ンケート 」 を実施、  

結果を保護者に公表 

し 、 「 早寝早起き ご 

はんそし て歯磨き 」  

の大切さ を伝え続け 

てまいり まし た。 毎 

月発信し ている「 園 

だより 」「 保健だよ 

り 」「 給食だより 」 では、 園長・ 看護師・ 管理栄

養士の立場から 生活習慣の重要性を伝え、保護者

のご理解・ ご協力をいただき 、 今では朝食を食べ

歯磨き を し てから 登園する 園児が多く なり まし

た。「 給食試食会」 では、 毎年多く の親子が、 管

理栄養士の食育の話を 熱心に聞いています。 そ 

の他にも ふく し ま食育サポータ ーや郡山市食

育推進ボラ ン 

ティ アによる 

「 食育教室」、  

東北歯科専門 

学校の学生に 

よる「 歯の教 

室」 を開催し 、  

親子で楽し く 食育や歯の健康について学んで

います。 今年度も「 福島県良い歯の幼稚園・ 認

定こ ども 園」 で優秀賞を受賞するこ と ができ ま

し た。園児は、地域の方々のご協力も いただき 、

野菜や花の栽培活動も し ています。野菜や花の

命にふれ大切に育て、食物を大事に食べる気持

ちが芽生えて、給食も 意欲的に食べるよう にな

り まし た。  

こ れから も 園と 保護者が連携・ 協力し 、 子ど

も 達の健やかな成長のために活動を 継続し て

まいり たいと 考えており ます。  

 

 学校法人成田学園希望ヶ丘こども園（郡山市） 
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 喜多方市立塩川中学校 

               
こ の度、文部科学大臣表彰をいただく こ と がで

き まし たのは、 本事業にご支援、ご協力いただい
た関係の方々、地域の皆様のおかげであると 職員
一同、 心より 感謝申し 上げます。  

本校は教育熱心な地域の 
皆様の支援も あり 、 生徒達 
は熱心に学習や部活動に取 
り 組む一方で、 生活習慣を  
課題と する生徒が増えてき  
まし た。  

そこ で、 本校を基幹校と  
し 、 近隣小学校（ 堂島、 塩 
川、 姥堂、 駒形）、 Ｐ Ｔ Ａ 、  
学校医と が連携し 、 市教委 
と 市福祉部局に指導助言いただきながら「 生活自
己マネジメ ント 能力育成実行委員会」 を組織し 、
睡眠時間の確保・ 食育・ Ｓ Ｎ Ｓ 対策を三つの柱と
し た「 早寝早起き朝ごはん推進事業」 に取り 組ん
でき まし た。 主な取組は次のと おり です。  

食育講話を はじ め、 塩川地区で実施し ている
「 朝の具だく さ んみそ汁週間（ 食育）」 を毎月一
週間程度継続し 、朝食摂取の意識付けを行っ てき 

まし た。こ の結果、朝食摂取率９ ０ ％以上を維持
し 、さ ら に野菜や具材入り 汁物の朝食時摂取率が
年々大きく 上昇し てきています。  

次に、 生徒会による『 塩中生スマホルール』 で
す。 生徒達自身が自 
発的に、 生徒総会等 
で啓発する活動を繰 
り 返し 行っ ています。  
学習時間と 睡眠時間 
の確保を自分達の課 
題と し 、 その解決に 
取り 組んでいます。  

また、「 マイ ラ ン 
チデー（ 自作弁当の日）」 を設定し 、 学校に持参
し た生徒の自作弁当をタ ブレッ ト に記録し 、まと
めています。 弁当の準備が「 楽し い」 と 思う 生徒
が増加し 、家族内の役割分担や感謝の気持ちを高
めていく き っ かけになっ ています。  

こ の受賞を励みに、今後と も 本校の継続事業と
し て、保護者様の協力、関係の皆様のご支援をい
ただき ながら 、取り 組みを続けていき たいと 考え
ています。  
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福島県立図書館 福島県立美術館 福島県立博物館 福島県自然の家 

〇「福島を生きる」連続講座と関

連展示 

○「福島県文化財センター白河

館（まほろん）移動展示」 

7/4（金）～8/6（水） 

○「福島県歴史資料館移動展示」 

10/３（金）～11/5（水） 

 

○ＴＨＥ 新版画展 

3/22（土）～5/25（日） 

○福島アートアニュアル 202５ 

6/7（土）～6/29（日） 

○金曜ロードショーとジブリ展 

7/19（土）～9/28（日） 

○竹久夢二展 

10/18（土）～12/14（日） 

○大ゴッホ展 夜のカフェテラス 

２/２１（土）～５/１０（日） 

○ボーダーなき世界を 

-福島県立博物館とWell-being-  

４/26（土）～6/29（日） 

○私たちの戦争体験 

-アジア・太平洋戦争終戦 80 年- 

７/19（土）～9/15（月・祝） 

○発掘ふくしま００ 

 -ふくしま考古学事始め- 

10/4（土）～１２/7（日） 

○郡山自然の家 

みどりのオープンデー 

5/１８（日） 

○会津自然の家 

はじめてキャンプ 

５/３１（土）～6/１（日） 

○いわき自然の家 

春のオープンデー 

５/２５（日） 

  

 

表彰区分 被表彰者氏名・被表彰団体名 受賞月日 表彰者 

社会教育功労者 地域家庭教育推進南会津ブロック会議議長 渡部 キヨ子 氏(南会津町) 

元相馬市社会教育委員議長  遠藤 百合江 氏（相馬市） 
２月２８日 

文部科学大臣 

優良公民館 福島市渡利学習センター 

いわき市立植田公民館 
２月２８日 

優良ＰＴＡ 
須賀川市立西袋第一小学校教育活動後援会 

南会津町立荒海中学校父母と教師の会 

福島県立会津第二高等学校父母と教師の会 

2 月 28 日(小・中学校) 

8 月 23 日(高等学校) 

コミュニティ・スクール
と地域学校協働活動の 

一体的推進 

楢葉町こども園・小中学校運営協議会 楢葉町地域学校協働センター

常葉幼稚園・小中学校運営協議会 田村市地域学校協働本部 
２月２８日 

子供の読書活動優秀実践
校・園・図書館・団体 

        （個人） 

【 園 】平田村立ひらたこども園 

【 園 】飯舘村立までいの里のこども園 

【学 校】郡山市立朝日が丘小学校 

【学 校】福島県立会津第二高等学校 

【図書館】本宮市立しらさわ夢図書館 

【団 体】心に虹のおはなし会（喜多方市） 

４月２３日 

優れた「早寝早起き朝ご
はん」運動の推進 

学校法人成田学園希望ヶ丘こども園（郡山市） 

喜多方市立塩川中学校 
２月１９日 

社会教育功労者 
元福島県婦人団体連合会理事 松本 トミ子（小野町） 

泉崎村社会教育委員長 古宇田 榮増（泉崎村） 

湯川村社会教育委員委員長 菊地 正孝（湯川村） 

１１月２２日 

福島県教育委員会 

功績顕著な団体・施設 

【団体】石川町立野木沢小学校ＰＴＡ 

    いわき市立豊間小学校父母と先生の会 

    只見町昔ばなしの会 

【施設】二本松市岩代公民館 

１１月２２日 

全国社会教育委員連合 
伊藤 尊仁（喜多方市） 

田村 弘一（広野町） 
１０月２４日 

（社）全国社会教

育委員連合会長 

日本 PTA 全国協議会 

【団体】いわき市立豊間小学校父母と先生の会 

金山町立横田小学校父母と教師の会 

【個人】鈴木 崇史（令和５年度会長･令和３､４､６年度副会長） 

    橋本 洋介（令和５年度副会長･令和３､４年度評議員） 

    相田 知津子(令和２年度理事･令和３～６年度副会長) 

    大橋 誠寿（令和元～５年度事務局長） 

１１月１５日 
（社）日本ＰＴＡ 

全国協議会長 

東北地区社会教育委員 
連絡協議会 

佐藤 清二（国見町）、國分 球子（郡山市） 

渡邉 貞子（矢吹町）、遠藤 幸一郎（喜多方市） 

武島 昭良（相馬市）、塩 陽子（いわき市） 

神山 敬章（いわき市） 

１１月１４日 
東北地区社会教育

委員連絡協議会長 

機関誌「社会教育」３４５号のテーマは、「第五次福島県子ども
読書活動推進計画」でした。基本方針１（２）にあります、「多 

様な子どもたちに対応した読書活動の推進」が新たに追加され、帰国子女や母国語が日本語
でない子ども、障がいを有する子への障がいの特性や状況に応じた支援の整備などが明記さ
れました。社会教育は時代の変化に応じて誰にでも学習機会を提供していくことが求められ

ております。今回の計画を通じて、様々な子どもが読書に触れたいと思ったときに、自分に
あった読書の方法を選択することができ、気軽に本を読むことができる、そういった環境が
整備されることを願っております。 

 最後に、お忙しい中、御執筆をいただきました関係者の皆様に心から感謝申し上げるとと
もに、読者の皆様がそれぞれの立場でより一層御活躍されることをお祈りたします。 

令和７年３月１９日発行 

社会教育 No.３４５ 
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